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・介護職のための看取り期の在宅療養サポートマップ：横浜市医療局 がん・疾病対策課
・これからの過ごし方について：OPTIM 緩和ケア普及のための地域プロジェクト

◆最期を迎えた時の状態

◆病院での療養でなく、自宅で療養するという選択肢があります。

平塚市が実施したアンケートによると、人生の最期を迎えるところは、２割の方が
病院、５割の方が自宅を希望し、７５歳から８４歳までの約５割の方が、人生の最
期の迎え方についてだれかに伝えたり話したりしていないことがわかりました。

◆「人生会議」知ってますか？

在宅医療では、各専門知識をもつ医療職が連携し、あなたの
自宅等を訪問することで専門的なサービスが受けられます。

あなたが大切に
していることは
何ですか？

あなたが信頼
できる人は
誰ですか？

信頼できる人や
医療・ケアチームと
話し合いましたか？

話し合いの結果を
大切な人たちに伝え
て共有しましたか？

心身の状態に応じて意思は変化することがあるため
何度でも 繰り返し考え 話し合いましょう
そしてそれを記録に残しておきましょう

（例：エンディングノートなど）

話し合いの進め方（例）

自宅で療養・看取りをするための

□本人の反応がない □息をしていない

□胸、肩が動いていない □顔色が悪い

□（ ） □（ ）

自らが希望する医療やケアを受けるために大切にしていることや望んでいる
こと、どこでどのような医療やケアを望むかを自分自身で前もって考え、周
囲の信頼する人たちと話し合い、共有することが重要です。このような取組
を「人生会議（ A C P ：アドバンス・ケア・プランニング）」と呼びます。

訪問診療

◆急変時の連絡先

①訪問看護ステーション ①訪問看護ステーション

【 】 【 】

電話番号: 電話番号:

②主治医 ②主治医

医療機関 医療機関

【 】 【 】

電話番号： 電話番号：

信頼できる人・連絡先（いつでも書き直せるように、鉛筆で書きましょう。）

保険証、あんしんカード、お薬手帳をまとめておき、
取り出しやすいところに置きましょう！

メモ欄

早いかもしれませんが、在宅医療と看取りについて、準備をしませんか？

訪問看護 訪問介護 訪問入浴 訪問ﾘﾊﾋﾞﾘ

訪問薬剤管理 訪問歯科診療 訪問栄養食事指導 福祉用具 ｹｱﾏﾈｼﾞｬｰ

日 中 夜 間

別紙３



人生の最期をどのように過ごしていきたいですか。
※ご本人がお話しできないときは、以前の意思をお知らせください。

左


